
青木ヶ原樹海への自殺防止対策の一環として、青木ヶ原樹海周辺でエコツアー等を行なっている環境活動団体に自殺企図者（自殺をしようと試みた人）を発見した場合の対処法を学んでもらうとともに、青木ヶ原樹海で自殺対策に取り組んでいる事業者と環境活動団体が意見交換を行ない、青木ヶ原樹海全体のイメージアップにつなげていくために「環境活動団体との交流会」を開催しました。
参加者　環境活動団体、自殺対策に取り組んでいる事業主体、行政機関等
日　時　平成２３年１２月１３日（火）１３時３０分～１６時００分

場　所　富士河口湖町役場１Ｆ　コンベンションホール

内　容
　第Ⅰ部　自殺企図者対策

　　　　　　講演：「自殺企図者を見つけた際の対処方法について」
　　　　　　　  講師：富士吉田警察署生活安全課

　　　　　　講演：「自殺企図者への声かけについて」　　　　
 講師：青木ヶ原ふれあい声かけ事業監視員　

講演の概要
・自殺企図者に声をかける際は焦らずにゆとりを持って声をかける事が重要である。最初はあいさつから入って相手の話を聞いてあげるというスタンスで声をかけるとスムーズに進む。
・もし、相手が身構えているようであれば、こちらも無理に距離を詰めようとせずに安心感を与えるようにする。
・一通りの会話を交わしてる最中で相手に曖昧な返答があったら深く追求し、樹海に来た本当の目的を聞き出す。
・声をかける人数については出来れば単独ではなく、２人程度で声をかけるのがよい。

・声かけにおいては無理はせずに自分たちにできる範囲のことが一番重要である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第Ⅱ部　樹海のイメージアップ

　　　　　　意見交換：「青木ヶ原樹海のイメージアップについて」

　　　　　　議事進行：環境科学研究所地域環境政策研究部　本郷哲郎部長

意見等
・青木ヶ原樹海の自然を地元の人や普段利用している環境活動団体がより理解することが重要である。
・今の世代で自殺のイメージを完全に払拭することは不可能であるため、若い人たちに青木ヶ原樹海を好きになってもらい、次の世代でイメージを変化させるようにしていかなければならない。

・イメージアップの対極として自殺のイメージという論点でいいのか。自殺防止への思いが強いほど、自殺防止の看板の掲示やパトロール等で逆にイメージが悪化してしまうのではないか。

・子どもたちに青木ヶ原の樹海の自然のすばらしさを地域ぐるみで教育出来ればいいのではないか。

・エコツアー参加者の小中学生はインターネット等によって青木ヶ原樹海は自殺の名所という先入観を持ってくる子もいるが、看板や防犯カメラがあるとやはり自殺の名所なんだなという実感を持ってしまう。
・林間学校で訪れる子どもたちは怖いという先入観が青木ヶ原樹海を歩いて１～２時間で自然が豊ですばらしいイメージに変るギャップが印象に残ったという感想文を送ってきてくれる。

・青木ヶ原樹海が全国区の名前になったのはもともと自殺のイメージなのだから県外から来る人々が青木ヶ原樹海に負のイメージを持つことは仕方のないことであって、我々は自然のよさを訴えるという地道な活動を長年続けていくしかないのではないか。
・外国の方は逆に富士山五合目よりも青木ヶ原樹海に行きたいという方が多い。

・自殺防止と環境の保護は別問題でとらえるべきであり、自殺防止看板や防犯カメラ設置等の自殺防止対策は正面から取り組むべきである。
・自殺の名所というイメージを持っているエコツアー参加者に地元住民や警察や声かけ監視員が自殺対策に一生懸命努力していると伝えることにしている。
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